
ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。

１　自然と人との結合が生み出す豊穣な農村

空間―高知県四万十市西土佐大宮地区―

澄み切った秋晴れの青空と穏やかな日差し

に包まれるなか、高知県幡多郡旧西土佐村(現

四万十市)の大宮地区を訪れた。紅葉にはいく

ぶん早かったが、里の山々と田畑が織り成す

風景は美しく、収穫をほぼ終えた田んぼが冬

の訪れを待つかのように静かにたたずんでい

た。

大宮地区は古くから米どころであったが、

昭和40年代後半から始まった減反の強化を受

けて露地野菜にも力を入れてきた。少量多品

種の野菜作りが行われており、夏場は米なす、

子なす、ししとう、おくら等、冬場はナバナ

や最近ではブロッコリーに取り組む農家もお

られる。

日本の農村では、古くから自然と人々の農

の営みとがあいまって豊穣な農村空間を造り

上げてきた。しかし、ここでも過疎化と高齢

化が進んでおり、豊かで美しい農村はその存

続すらも危ぶまれているのである。

２　立ちあがった住民たち

大宮地区にあった診療所や中学校は1980年

代に相次いで閉鎖された。現状では医療は週

二回の巡回診療、中学生は20kmほど離れた統

合校へマイクロバス通学を余儀なくされてい

る。生活に密着したインフラの廃止は人口減

少に拍車をかけ、悪循環を招いている。今年

には保育園が閉鎖され、さらに小学校の統廃

合も今後控えている。

大宮産業の設立のきっかけは、農協の出張

所閉鎖が決定されたことであった。燃料や農

業資材などの購入で出張所を利用する組合員

住民は多く、存続を求める運動を展開したも

のの、決定を覆すことは困難であった。住民

の中には出張所廃止もやむなしとする意見も

あった。しかし給油所等の存続を求める高齢

者らの切実な意見もあったため、住民は出張

所の存続要求運動を転換させ、その事業をい

かに継承するのか、具体策の検討に入った。

３　なぜ株式会社なのか？

15名の地区住民の委員で構成された「農協

事業継承検討委員会」で検討されたことは、

一言で言えば、「地区の協同組合」を再生す

ることであった。出張所はそもそも昭和20年

代後半に設立した大宮農協であったが、二度

の合併を経る度に、住民には組合が自らの手

から離れる気がしていた。それは時代の流れ

に従ったためでもあり、やむをえないことで

もあった。しかし出張所の統廃合問題に直面

して、かつての組合を再生したいという想い

が住民に強まったのである。

しかし現実に新たな協同組合を結成するこ

とは難しかった。農事組合法人の設立も検討

したが、法律上、農事組合法人は購買事業が

行えないため、これも断念せざるを得なかっ

た。さまざまな可能性が模索されるなかで、

06年５月に会社法が改正されることを知り、
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議論は株式会社の設立に大きく傾いた。

こうして06年５月13日、大宮地区の約８割

の世帯より平均６万円の出資による資本金

700万円で株式会社大宮産業が発足した。大

宮産業は住民自らが「住民の組合」を模索し

た結果生まれた「住民の会社」なのである。

４　大宮産業を支えるもの

こうした経緯もあり、住民は大宮産業を積

極的に利用するようにした。大宮産業では幅

広い年齢階層の住民を経営アドバイザーに選

任し、住民からの要望や意見を絶えずフィー

ドバックする仕組みを設けている。また配達

の週一回無料サービスやコスト削減の地道な

経営努力も怠らなかった。

大宮産業が事業を行う上で、資金不足の克

服は課題であった。そんな折、「住民の会社」

としての大宮産業の取組みが、高知県から高

い評価を受け、「高知県元気のでる市町村総

合事業」の補助が決まった。店舗施設買取り

や備品の整備等では同事業の補助を受け、資

金面で大宮産業を下支えした。大宮産業は住

民の強い想いとそれを支援する行政等に支え

られている。そこに各種の取組みや創意工夫

があいまって、大宮産業は設立以来、出張所

時代を超える売上を実現しているのである。

５　地域の可能性は計り知れない！

大宮産業の代表取締役を務められている竹

葉傳さんは「住民の紹介を通じて地元産の良

質米である大宮米を地域内外の学校給食に利

用してもらっているが、今後は大宮地区を離

れられている元住民のネットワークを基に、

地域の良質な農産物を地域外に販売する『地

産外消』の取組みを進め、地域の活性化に貢

献したい」と語られた。会社設立から３年連

続で黒字を達成したことは、大宮産業の取組

みの成果の１つに過ぎない。大宮産業の成果

とは、秘められた住民力を引き出せば、地域

の可能性は幾重にも広がることを我々にみせ

てくれたことなのである。

大宮地区には過疎が進みつつも、豊かな自

然を活かす農の営みを軸とする、住民による

協同のための社会基盤(ソーシャル・キャピタ

ル)が健在していたと思われる。そこに行政等

の取組みや外部のネットワークが同調できた

ことも成功の要因である。住民による自助的

取組みとそれへの支援の輪が外部に広がった

とき、農村が持っている可能性が計り知れな

いことを大宮産業の取組みにみた。

（ふくだ　りゅういち）
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大宮産業全景 店舗内の様子




